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三村光弘先生（環日本海経済研究所）からは、「北東アジア経済交流における『境界』の

意味」と題した報告があり、北東アジア経済交流においては、「境界」が大きな意味を持ち、

その機能を明らかにすることが、今後の経済交流の促進のために重要な意義を持つことが

論じられました。そのなかで、冷戦終結後の北東アジアにおける経済交流の動向を、図們

江地域開発、朝鮮半島の南北経済交流、および環日本海経済圏の拠点である新潟と対岸と

の交流などに触れながら多角的な視点で議論されました。 
続いて、討論者の岩下明裕先生（北海道大学）から、「構築」、「利益」、「フィルタリング」

という境界研究の 3 つの視点から、それぞれの報告者の取り上げた事例がどのように理解

できるのかという質問がありました。川久保文紀先生（中央学院大学）からは、地域研究

が問題解決型のアプローチを取るために必要な視角、「外なる境界」と「内なる境界」の意

味論、北東アジアにおける政治的・軍事的な境界と経済的な境界の関係性などについて問

題提起がありました。フロアからも、環日本海経済圏における沿岸自治体の協力関係の必

要性、領土・国境問題における実証分析の重要性、領土・国境政策における政策決定者や

メディアの役割などについての質問があった。テーマが時宜にかなったセッションでもあ

り、多数の参加者を得て、非常に盛況なセッションとなりました。 
 
＊本エッセイは、2013 年 10 月 25 日の日本国際政治学会トランスナショナル分科会を組織

した GCOE 共同研究員の川久保文紀（中央学院大学）と司会の池直美（本プログラム事業

推進者）が記したものです。 


